
大 阪 広 域 水 道 企 業 団 訓 令 第 １ 号  

部 内 一 般    

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 事 務 決 裁 規 程 （ 平 成 23年 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 訓 令

第 １ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

令 和 ６ 年 ３ 月 29日  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団    

企 業 長  永 藤  英 機    

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に

下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改正後 改正前 

（副企業長の専決事項） （副企業長の専決事項） 

第３条 （略） 第３条 （略） 

(１ )～ (９) （略） (１ )～ (９) （略） 

(10) 課長補佐、 副参事及 びこれと 同等

の職にあ る者（地 方公務員 法（昭和 25

年法律第261号）第22条の４第１項又は

第 22条の５第２項 の規定に よる採用に

係る職員 （以下「 定年前再 任用短時間

勤務職員 」という 。）を除 く。）の任

免に関すること。 

(10) 課長補佐及 びこれと 同等の職 にあ

る者（地 方公務員 法（昭和 25年法律第

261号）第22条の４第１項又は第22条の

５第２項 の規定に よる採用 に係る職員

（ 以 下 「 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 職

員」とい う。）を 除く。） の任免に関

すること。 

(11)～ (25) （略） 

 

(11)～ (25) （略） 

 

（経営管理部長の専決事項） （経営管理部長の専決事項） 

第４条 （略） 第４条 （略） 

(１ )～ (10) （略） (１ )～ (10) （略） 

(11) 部に置く課 の長（危 機管理課 長、

経営企画 課長、広 域連携課 長及び広 域

調整課長 を除く。 ）及びこ れと同等 の

職にある 者の出張 、休暇、 週休日そ の

他服務に関すること。 

(11) 部に置く課 の長（経 営企画課 長、

危 機 管 理 課 長 及 び 広 域 連 携 課 長 を 除

く。）及 びこれと 同等の職 にある者 の

出張、休 暇、週休 日その他 服務に関 す

ること。 

(12)～ (33) （略） 

 

(12)～ (33) （略） 

 

（危機管理監の専決事項）  

第５条の２  危機管理監が専決できる事項

は、次のとおりとする。 

 

(１ ) 危機管理に関する施策に係る重要

な総合調 整、企画 及び広報 並びに人 材

育成に関すること。 

 

(２ ) 経営管理部危機管理課長の出張、

休 暇 、 週 休 日 そ の 他 服 務 に 関 す る こ

 



と。 

２  危機管理監は、前項各号に掲げるもの

のほか、第４条第１号から第８号まで及

び第 14号から第 27号までに掲げる事項で

あって、前項第１号に係るもの及びこれ

らの事項に準ずる事項について専決する

ことができる。 

 

 

 

（経営戦略担当部長の専決事項） （経営戦略担当部長の専決事項） 

第５条の３  経営戦略担当部長が専決でき

る事項は、次のとおりとする。 

第５条の２  経営戦略担当部長が専決でき

る事項は、次のとおりとする。 

(１ ) 経営、企画、広報、広域連携及び

広域調整 に関する 施策に係 る重要な 総

合調整及 び企画に 関するこ と（危機 管

理に係るものを除く。）。 

(１ ) 経営企画、危機管理、広報、広域

連携及び 広域調整 に関する 施策に係 る

重 要 な 総 合 調 整 及 び 企 画 に 関 す る こ

と。 

(２ ) 経営管理部経営企画課長、広域連

携 課 長 及 び 広 域 調 整 課 長 の 出 張 、 休

暇、週休日その他服務に関すること。 

(２ ) 経営管理部経営企画課長、危機管

理課長、 広域連携 課長及び 広域調整 課

長の出張 、休暇、 週休日そ の他服務 に

関すること。 

２ （略） 

 

２  （略） 

 

（課長の専決事項） （課長の専決事項） 

第７条 （略） 第７条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

(１ )・ (２) （略） (１ )・ (２) （略） 

 (３ ) 職員の研修に関すること。 

(３ )～ (７) （略） (４ )～ (８) （略） 

３  財務課長が専決できる事項は、次のと

おりとする。 

３  会計課長が専決できる事項は、次のと

おりとする。 

(１ )～ (12) （略） (１ )～ (12) （略） 

４  課長の専決できる事項のうち、あらか

じめ課長が指定する事項は、あらかじめ

課長の指定する参事、課長補佐又は副参

事が専決することができる。 

４  課長の専決できる事項のうち、あらか

じめ課長が指定する事項は、あらかじめ

課長の指定する参事又は課長補佐が専決

することができる。 

５・６ （略） 

 

５・６ （略） 

 

（部長の専決事項の代決） （部長の専決事項の代決） 

第14条  （略）  第 14条  （略）  

２  主管の部長、主管の課長ともに不在の ２  主管の部長、主管の課長ともに不在の



ときは、あらかじめ主管の課長の指定す

る参事、課長補佐又は副参事がその事項

を代決することができる。 

 

ときは、あらかじめ主管の課長の指定す

る参事又は課長補佐がその事項を代決す

ることができる。 

 

（課長の専決事項の代決） （課長の専決事項の代決） 

第 15条  課長の専決できる事項について、

主管の課長不在のときは、あらかじめ主

管の課長の指定する参事、課長補佐又は

副参事がその事項を代決することができ

る。 

第 15条  課長の専決できる事項について、

主管の課長不在のときは、あらかじめ主

管の課長の指定する参事又は課長補佐が

その事項を代決することができる。 

２  課長の専決できる事項のうち軽易なも

のについて、主管の課長、あらかじめ主

管の課長の指定する参事、課長補佐又は

副参事ともに不在のときは、あらかじめ

主管の課長等の指定する主査がその事項

を代決することができる。 

２  課長の専決できる事項のうち軽易なも

のについて、主管の課長、あらかじめ主

管の課長の指定する参事又は課長補佐と

もに不在のときは、あらかじめ主管の課

長等の指定する主査がその事項を代決す

ることができる。 

３  第７条第４項の規定により参事が専決

できる事項について、参事が不在のとき

は 、 あ ら か じ め 参 事 の 指 定 す る 課 長 補

佐、副参事又は主査がその事項を代決す

ることができる。 

３  第７条第４項の規定により参事が専決

できる事項について、参事が不在のとき

は、あらかじめ参事の指定する課長補佐

又は主査がその事項を代決することがで

きる。 

４  第７条第４項の規定により課長補佐又

は副参事が専決できる事項について、課

長補佐又は副参事が不在のときは、あら

かじめ課長補佐又は副参事の指定する主

査がその事項を代決することができる。 

４  第７条第４項の規定により課長補佐が

専決できる事項について、課長補佐が不

在のときは、あらかじめ課長補佐の指定

する主査がその事項を代決することがで

きる。 

５  前４項の規定は、それぞれ出先機関の

長、次長、室長、参事、課長、課長補佐

又は副参事の専決できる事項について準

用する。 

５  前４項の規定は、それぞれ出先機関の

長、次長、室長、参事、課長又は課長補

佐の専決できる事項について準用する。 

附  則  

こ の 規 程 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 


